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かわまた議会だより

●
川
俣
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

　
　
　

わ
い
わ
い
ク
ラ
ブ
は

条
件
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
の

か
。　
　
（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

現
状
は
満
た
さ
れ
て
お

り
ま
す
。　
　
（
教
育
次
長
）

●
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補

　

正
予
算

　
　
　

特
別
職
の
給
料
が
今

回
増
額
補
正
さ
れ
て
い
ま
す

が
何
故
で
す
か
。

（
鴫
原
利
光
議
員
）
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特
別
職
の
給
料
は
条
例

に
よ
り
町
長
３
割
、
副
町
長

１
割
削
減
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
適
用
期
間
が
11
月
で

満
了
し
ま
す
。

　

当
初
予
算
で
は
条
例
が
継

続
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
予

算
を
組
ん
で
お
り
ま
し
た
の

で
、
今
回
増
額
補
正
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　

12
月
定
例
会
は
12
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例
の
制

定
・
改
正
に
関
す
る
議
案
７
件
、
補
正
予
算
議
案
３
件
の
10
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、

審
議
の
う
え
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
条
例
改
正
１
件
に
つ
い
て
議
案
内
容
の
一
部
に
誤
り
が
あ
っ
た
た
め
撤
回
さ

れ
、
再
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
６
人
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
当
局
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

菅
野
清
一
議
員
は
一
般
質
問
当
日
に
欠
席
し
た
た
め
一
般
質
問
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

条
例
の
制
定

予
算
の
補
正

質
問

質
問

答

予算を可決！予算を可決！
～総額195億6580万7千円～

　
　
　

原
子
力
災
害
対
策
関

係
の
事
業
で
す
が
、
補
正
予

算
で
増
額
を
し
て
い
ま
す
が
、

い
ぐ
ね
伐
採
や
た
め
池
除
染

等
は
事
業
費
が
予
算
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
る
の
に
減
額

補
正
を
し
な
い
の
は
何
故
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

い
ぐ
ね
伐
採
、
た
め
池

除
染
に
つ
い
て
は
事
業
費
が

答

質
問

答

12 月議会の様子

●災害弔慰金
　（東日本大震災関連）

●介護保険特別会計繰出金
　（介護保険システム改修費等）

●川俣南小学校体育館測量地質調査業務委託料
　（用地測量・地質調査）

●町地形図等作成委託料
　（管内地形図作成）

●農地基本台帳委託料
　（システム改修・データ入力）

●貸出用積算線量計購入費
　（山木屋の事業所への貸出用）

●除染対策事業委託料
　（川俣２地区・鶴沢地区・福田地区）

１５００万円

８０１万７千円

５３９万２千円

２０５万２千円

２９３万６千円

４７４万８千円

４８億８６９６万２千円

補正予算の主な内容
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災害関連補正災害関連補正
49億6963万2千円増額　

減
額
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、

工
期
が
３
月
末
と
な
っ
て
お

り
、
変
更
が
生
じ
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
の
で
、
３
月
ま

で
に
は
整
理
し
て
い
き
ま
す
。

（
原
子
力
災
害
対
策
課
長
）

　
　
　

川
俣
町
南
小
学
校
体

育
館
の
業
務
委
託
等
は
補
助

金
が
つ
か
な
く
て
も
実
施
す

る
の
か
。（
村
上
源
吉
議
員
）

　
　

今
の
と
こ
ろ
町
単
独
事

業
で
実
施
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。　
　
（
教
育
次
長
）

　
　
　

特
別
職
の
給
与
復
元

に
と
も
な
い
ふ
れ
あ
い
福
祉

基
金
積
立
金
が
減
額
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
特
定
寄
付

に
該
当
し
な
い
の
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

給
与
の
削
減
条
例
を
制

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
寄
付

行
為
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

（
総
務
課
長
）

質
問

質
問

答

答

第106号

第107号

第108号

第109号

第110号

第111号

第112号

第113号

第114号

第115号

第116号

川俣町いじめ防止等対策委員会設置条例

川俣町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例 

川俣町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

川俣町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

川俣町税特別措置条例の一部を改正する条例

川俣町国民健康保険条例の一部を改正する条例

福島市・川俣町学校給食センター条例の一部を改正する条例

平成26年度川俣町一般会計補正予算（第７号）

平成26年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第４号）

平成26年度川俣町奨学資金特別会計補正予算（第１号）

福島市・川俣町学校給食センター条例の一部を改正する条例

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

議案撤回

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

議　案 件　　　　　　　　　　　　　名 審 議 結 果

12 月 定 例 会 審 議 結 果（平成26年12月4日～11日）

除染の現場
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受理
番号 付託委員会 件　　　　名 請願者住所及び氏名 紹介議員

氏　　名
審査
結果

受理
番号 付託委員会 件　　　　名 陳情者住所及び氏名 審査

結果

12 総 務 文 教
常任委員会

国に対し「東日本大震災の被災者に
対する援助のための日本司法支援セ
ンターの業務の特例に関する法律」
の有効期限を延長する立法措置を求
める意見書の提出を求める陳情

福島市山下町4－24
福島県弁護士会　　会長　笠間　善裕 採択

13 産 業 建 設
常任委員会

川俣町山木屋字家野地内法定外道路
の町道認定及び道路改良に係る陳情
書

川俣町山木屋字家野１
廣野　勝久
廣野　欽一

採択

14 総 務 文 教
常任委員会

浄水場上流の放射性物質の搬出につ
いて

川俣町大字羽田字宮ノ脇52-5
佐藤　政敏

川俣町大字小神字長戸2-5
春日　　賢

採択

11 産 業 建 設
常任委員会

生活道路の町道認定及び整
備に関する請願書

川俣町大字羽田字粕内67
佐藤　治　外7名

村上　源吉
佐藤喜三郎 採択

12月定例会請願審査結果

12月定例会陳情審査結果

「東日本大震災の被災者に対する援助のための日本司法支援センターの業務の
特例に関する法律」の有効期限を延長する立法措置を求める意見書
　東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故（以下
「原発事故」という。）の発生から３年９か月経過したが、
多くの被災者又は被害者（以下「被災者ら」という。）
が避難生活を余儀なくされ、また、原発事故による賠償
問題も解決にはほど遠いことから、生活再建の道のりは
未だ遠い状況にある。
　被災者らの法的支援に対応する法整備を求める要望が
寄せられ、平成24年３月23日に「東日本大震災の被災
者に対する援助のための日本司法支援センターの業務の
特例に関する法律」（平成24年３月29日公布法律第６
号。以下「本特例法」という。）が成立した。
　今後、仮設住宅から移転に伴う補償等に関する法的問
題、その前提となる相続、住宅ローン問題、区域の見直
しによる原子力損害賠償打ち切りを契機とする訴訟化、
各種不動産に関する損害賠償請求等、本特例法の重要度
はさらに増加するものと思われる。
　ところが、本特例法は、現行法のままでは、平成27
年３月31日に効力を失ってしまい、その後は、一般の
民事法律扶助制度で対応することになる。

　しかし、受給した被災者生活支援金、義援金、原子力
損害賠償金等の残りを預貯金として保有しているために、
資力要件を満たさないとして民事法律扶助を受けられな
くなるおそれがあり、被災者らの生活再建に水を差すこ
とになりかねない。
　よって、本特例法の有効期限を延長する立法措置を講
ずることを求め、地方自治法第99条に基づき意見書を
提出する。
　平成26年12月11日

衆議院議長 様
参議院議長　山崎　正昭 様
内閣総理大臣　安倍　晋三 様
総 務 大 臣　高市　早苗 様
法 務 大 臣　上川　陽子 様
文部科学大臣　下村　博文 様
経済産業大臣　宮沢　洋一 様
復 興 大 臣　竹下　　亘 様

福島県伊達郡川俣町議会

12月定例会における議員提案は、関係機関に意見書を送付しました。12月定例会における議員提案は、関係機関に意見書を送付しました。
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12
月
25
日
に
第
10
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
、
羽
田
産
業

団
地
造
成
工
事
（
防
災
調
整

池
等
の
整
備
）
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
審
議
し
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

契
約
金
額

１
３
５
，５
４
０
千
円

5

　

11
月
28
日
に
第
８
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
、
12
月
に

執
行
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
総

選
挙
に
か
か
る
補
正
予
算
の

専
決
報
告
お
よ
び
そ
の
承
認
、

平
成
26
年
福
島
県
人
事
委
員

会
勧
告
に
基
づ
く
職
員
給
与

等
の
改
定
に
伴
う
条
例
改
正

１
件
、
補
正
予
算
４
件
に
つ

い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
承

認
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
長
選
挙
後
初
め

て
の
議
会
に
あ
た
り
、
古
川

町
長
は
４
期
目
の
町
政
運
営

に
つ
い
て
、
所
信
表
明
を
行

い
ま
し
た
。

　
「
初
心
を
忘
れ
ず
、
町
民

の
た
め
、
川
俣
町
の
復
興
と

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
町

民
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
負
託
に
し
っ
か
り
と
応
え
、

こ
の
難
局
を
乗
り
切
り
、
誰

も
が
生
ま
れ
育
ち
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
川
俣
町
と
な
る
よ
う
、

「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
元
気
い

っ
ぱ
い
」
の
ま
ち
づ
く
り
に

　

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
、
伊
達
郡
町
村
議
会
議
長
会
及
び

福
島
大
学
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
が
昨
年
11
月
か
ら
２
月
ま
で
４
回

開
催
さ
れ
、
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

（
２
月
に
つ
い
て
は
参
加
予
定
）

地
方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー

第１回

回数

第２回

第３回

第４回
（予定）

平成26年11月26日

開　　催　　日

平成26年12月18日

平成27年１月22日

平成27年２月13日

持続可能な地域づくりを目指して－
域学連携の取り組みから

テ　　　ー　　　マ

規制改革会議「農業改革」の問題点と
これからの農業・農村・農協

自然災害から日本の未来を考える

市町村合併と道州制論について

福島大学行政政策学類
教授　岩崎由美子 氏

講　　　師

福島大学経済経営学類
教授　小山　良太 氏

福島大学人間発達文化学類
准教授　中村　洋介 氏

福島大学行政政策学類
教授　今井　　照 氏

羽田産業団地予定地

第３回セミナー

誠
心
誠
意
、
全
身
全
霊
を
尽

く
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る

決
意
で
あ
り
ま
す
。」
と
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

第８回
臨時会

第10回
臨時会
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川俣町地域防災計画

6

鴫 原 利 光 議員
しぎ　 はら　とし　みつ

災
害
時
の
住
民
へ
の

広
報
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

現
時
点
で
は
非
常
時

や
緊
急
時
に
お
い
て

は
、
主
に
車
両
等
を
活
用
し

た
広
報
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
町
で
は
引
き

続
き
地
域
の
消
防
団
な
ど
関

係
機
関
等
、
緊
密
に
連
携
を

図
り
な
が
ら
災
害
時
等
の
広

報
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
ま
い
る
考
え
で
あ

り
ま
す
。避

難
指
示
・
避
難
勧

告
は
ど
の
よ
う
に
周

知
す
る
の
か
。

車
両
等
に
よ
る
広
報
、

周
知
に
加
え
、
町
の

防
災
計
画
の
具
現
化
と
年
次
計
画
に
つ
い
て

総
合
計
画
と
し
て
取
り
組
む

職
員
や
消
防
団
に
よ
る
訪
問

周
知
、
ま
た
は
、
状
況
に
よ

り
、
行
政
区
長
さ
ん
や
民
生

委
員
さ
ん
、
福
祉
施
設
等
に

対
し
て
広
報
の
協
力
を
要
請

す
る
な
ど
、
周
知
の
徹
底
に

向
け
た
対
策
を
講
じ
て
ま
い

り
ま
す
。総

合
防
災
訓
練
を
実

施
す
る
の
か
。

県
と
共
催
の
上
、
県
、

警
察
、
消
防
組
合
、

自
衛
隊
、
電
気
・
電
話
事
業

者
等
と
協
力
し
、
平
成
28
年

度
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
無
線
の
導

入
計
画
は
あ
る
の
か
。

町
の
防
災
行
政
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
電
波
調
査
に
着
手
し
、

順
次
、
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
整

備
に
取
り
組
む
予
定
と
し
て

お
り
ま
す
。

福
祉
避
難
所
の
設
置

は
。

本
町
に
お
い
て
は
、

社
会
福
祉
法
人
信
達

福
祉
会
川
俣
ホ
ー
ム
内
に
１

カ
所
を
設
置
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
今
後
、
他
の
福

祉
施
設
等
と
の
協
議
を
進
め
、

一
層
の
福
祉
避
難
所
の
拡
充

に
努
め
て
ま
い
る
考
え
で
あ

り
ま
す
。

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

国
土
強
靭
化
地
域
計

画
を
町
の
計
画
に
ど

の
よ
う
に
取
り
入
れ
る
の
か
。

策
定
に
当
た
っ
て
は
、

各
計
画
と
同
列
の
位

置
づ
け
と
は
な
ら
ず
、
町
の

総
合
計
画
と
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
最
優
先
で
取
り
組
ん

で
い
る
再
生
、
復
興
へ
の
初

期
段
階
に
お
い
て
は
、
現
在

の
復
興
計
画
及
び
振
興
計
画

が
優
先
さ
れ
る
段
階
で
あ
り
、

こ
の
施
策
の
進
捗
を
評
価
、

検
証
し
な
が
ら
強
靭
化
に
対

す
る
方
向
性
定
め
、
総
合
的

な
上
位
計
画
と
し
て
、
役
場
、

全
庁
横
断
的
な
体
制
に
お
い

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
公
共

施
設
の
管
理
計
画
は

策
定
さ
れ
た
の
か
。

公
共
施
設
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
管
理

す
る
こ
と
は
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
役
場
全
庁

の
横
断
的
な
体
制
に
お
い
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

町
長

町
長

質
問

質
問
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体
工
事
費
は
約
21
億
円
と
な

り
、
加
え
て
造
成
工
事
や
外

構
工
事
に
お
い
て
も
工
事
面

積
の
増
加
や
工
事
費
の
上
昇

も
見
込
ま
れ
、
建
設
費
の
総

額
に
お
い
て
は
約
28
億
９
，

０
０
０
万
円
と
な
っ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

免
震
構
造
の
維
持
費

は
。

定
期
点
検
費
用
が
50

万
円
程
度
、
５
年
目
、

10
年
目
等
の
点
検
費
用
が
65

万
円
程
度
と
見
込
ん
で
お
り

ま
す
。

次
年
度
よ
り
１
ク
ラ

ス
減
で
２
ク
ラ
ス
に

な
る
報
道
が
あ
っ
た
が
町
は

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の

か
。

県
及
び
県
教
育
委
員

会
に
対
し
て
、
川
俣

高
等
学
校
が
な
お
一
層
生
徒

た
ち
の
健
や
か
で
豊
か
な
人

間
性
を
育
む
学
校
と
な
る
よ

う
、
そ
し
て
、
特
色
あ
る
教

育
の
推
進
に
よ
り
、
卓
越
し

た
能
力
や
技
能
の
伸
長
を
図

る
な
ど
、
一
人
一
人
の
生
徒

の
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る

地
元
高
校
と
し
て
大
き
く
発

展
し
て
い
け
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
と
と
も
に
、
町
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
川
俣
高
等

学
校
の
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
へ
の
支
援
に
努
め
て
ま
い

る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

川
俣
町
の
農
業
に
つ
い
て

遊
休
農
地
の
解
消
に
積
極
的
に
取
り
組
む

山
木
屋
地
区
営
農
再

開
支
援
策
は
。

山
木
屋
地
区
の
復
興

の
た
め
に
は
農
業
の

再
生
は
極
め
て
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
引
き
続

き
営
農
再
開
に
向
け
た
支
援
、

施
策
を
進
め
て
ま
い
る
考
え

で
あ
り
ま
す
。

7
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遊
休
農
地
対
策
は
。

国
の
施
策
を
活
用
し
、

農
家
の
方
々
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

遊
休
農
地
の
解
消
と
荒
廃
農

地
増
加
の
阻
止
に
向
け
た
取

り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

６
次
産
業
化
へ
の
施

策
は
。

町
が
管
理
す
る
施
設

に
小
規
模
な
農
作
物

加
工
施
設
等
を
設
置
し
、
そ

れ
を
農
家
の
方
な
ど
に
ご

活
用
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
価
値
を
つ
く
り
出
し
、

農
家
収
入
の
向
上
に
つ
な
げ

る
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
長

町
長

町
長

質
問

質
問

質
問

町
長

質
問 県

立
川
俣
高
等
学
校
へ
の

　
　
　
　
　
　

町
の
対
応
は

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
へ
の
支
援
に
努
め
る

県立川俣高等学校

な
ぜ
建
設
費
が
２
倍

に
な
る
の
か
。

大
幅
な
増
額
と
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
基

本
計
画
に
お
い
て
は
未
計
上

で
あ
っ
た
用
地
取
得
費
等
の

計
上
や
、
東
日
本
大
震
災
以

降
、
復
興
関
連
事
業
に
よ
る

町
長

質
問 庁

舎
建
設
に
つ
い
て

建
設
コ
ス
ト
が
押
し
上
げ
ら
れ
て
い
る

公
共
工
事
の
増
加
や
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け

た
建
設
事
業
の
増
加
等
に
よ

り
、
労
働
者
不
足
に
よ
る
労

務
費
の
著
し
い
高
騰
や
建
設

資
材
価
格
の
上
昇
が
発
生
し

た
ほ
か
、
消
費
税
増
税
な
ど

に
よ
り
、
震
災
前
と
比
べ
大

幅
に
建
設
コ
ス
ト
が
押
し
上

げ
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
設
計
を
進

め
る
中
で
、
議
会
に
お
け
る

庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
か
ら

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
延
べ
床

面
積
が
当
初
計
画
の
３
，８

０
０
㎡
か
ら
４
，３
０
０
㎡

に
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
本

町
長

質
問
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ま
い
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

「
原
発
ゼ
ロ
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

の
町
宣
言
（
仮
称
）」
を
行

い
具
現
化
を
図
れ
。

町
で
は
太
陽
光
を
中

心
と
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
原
発

ゼ
ロ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
の
町
宣
言
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
の
進
捗
を
踏
ま

え
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

大
震
災
の
教
訓
を
生

か
し
頻
発
す
る
災
害

等
へ
の
防
災
教
育
を
推
進
し

「
防
災
の
町
づ
く
り
」
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
で
は
震
災
や
災
害

の
教
訓
に
加
え
、
防

災
に
関
す
る
訓
練
の
結
果
を

十
分
に
検
証
し
な
が
ら
、
町

8
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４
期
目
の
町
政
執
行

に
あ
っ
た
て
の
基
本

的
な
政
治
姿
勢
と
決
意
、
基

本
方
針
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

復
興
か
ら
発
展
、
進

化
す
る
川
俣
の
実
現

に
向
け
、
復
興
を
な
し
遂
げ
、

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
、
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、

活
気
あ
ふ
れ
る
産
業
で
夢
と

生
き
が
い
を
持
て
る
ま
ち
づ

く
り
、
高
齢
の
方
も
障
害
を

お
持
ち
の
方
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
町
民

参
加
で
と
も
に
行
う
ま
ち
づ

く
り
の
五
つ
の
ま
ち
づ
く
り

を
実
行
し
、
全
身
全
霊
を

も
っ
て
町
政
に
取
り
組
ん
で

民
の
生
命
と
財
産
を
し
っ
か

り
と
守
る
こ
と
の
で
き
る
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
が
実

現
で
き
る
よ
う
、
万
全
な
防

災
体
制
の
構
築
に
向
け
取
り

組
ん
で
ま
い
る
考
え
で
あ
り

ま
す
。

自
立
の
町
づ
く
り
を

確
か
な
も
の
と
す
る

た
め
に
人
材
育
成
と
生
涯
学

習
体
制
の
強
化
を
図
り
町
民

に
頼
り
が
い
の
あ
る
役
場
を

つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
。

合
併
を
せ
ず
自
立
を

選
択
し
た
川
俣
町
で

は
新
た
な
行
政
事
業
と
地
方

分
権
の
時
代
に
対
応
す
る
た

め
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
職
員
の
意
識

改
革
を
図
り
、
一
人
一
人
の

能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、

活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
、
計
画
的
な
研
修

の
実
施
な
ど
引
き
続
き
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
一
方
、
町
民
方
々
の

生
涯
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
よ
り

充
実
し
た
生
涯
学
習
の
実
施

に
向
け
、
中
央
公
民
館
や
地

区
公
民
館
に
お
け
る
推
進
体

制
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
内
全
て
の
地
域
で

０
・
２
３
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
に
な
る
よ

う
除
染
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
で
は
、
必
要
な
再

除
染
は
認
め
る
こ
と
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
除
染
の
方

法
を
示
す
こ
と
、
森
林
除
染

を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
、
環

境
省
に
対
し
て
再
三
に
わ
た

り
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
い
ま
だ
具
体
的
な
回
答

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
町
の

除
染
目
標
が
達
成
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
粘
り
強
く
手

法
の
提
示
や
そ
の
財
政
措
置

に
つ
い
て
求
め
て
ま
い
る
考

え
で
あ
り
ま
す
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
の
政
治
姿
勢
と
今
後
の
町
づ
く
り
、

除
染
の
取
組
み
は

全
身
全
霊
で
取
り
組
む

川俣町南小学校太陽光パネル
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サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
私
は
一
日
も

早
い
復
興
と
若
者
が
夢
と
希

望
を
持
っ
て
安
心
し
て
町
内

に
住
み
、
生
き
生
き
と
働
き

続
け
、
子
育
て
が
で
き
る
復

興
か
ら
発
展
、
進
化
す
る
川

俣
の
実
現
を
目
指
し
、
全
身

全
霊
を
も
っ
て
町
政
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。

に
お
け
る
若
者

の
定
住
化
を
促

進
い
た
し
ま
す
。

四
つ
目
は
、
高

齢
の
方
も
障
害

を
お
持
ち
の
方

も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
で
あ
り
ま

す
。
お
一
人
で

お
住
ま
い
の
高

齢
者
の
た
め
の

支
援
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
誰
も
が
障
害
の
有
無

に
関
係
な
く
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
考
え
で
あ
り

ま
す
。
五
つ
目
は
、
町
民
参

加
で
と
も
に
行
う
ま
ち
づ
く

り
で
あ
り
ま
す
。
町
民
総
参

加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
一
層
の
行
財
政

改
革
を
推
進
し
、
職
員
の
意

識
や
能
力
の
向
上
、
町
民
の

皆
様
の
目
線
に
立
っ
た
行
政

町
長
４
期
目
復
興
か

ら
発
展
へ
進
化
す
る

か
わ
ま
た
へ
５
つ
の
約
束
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

ま
ず
、
一
つ
目
は
、

復
興
を
な
し
遂
げ
、

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
を
初
め
全

町
民
の
健
康
を
守
り
、
川
俣

町
の
復
興
を
な
し
遂
げ
る
考

え
で
あ
り
ま
す
。
次
に
、
二

つ
目
は
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
で
あ

り
ま
す
。
子
育
て
支
援
の
拡

充
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境

の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
三
つ
目
は
、
人
口
減
少

を
抑
制
し
、
人
口
を
増
加
さ

せ
る
活
気
あ
ふ
れ
る
産
業
で
、

夢
と
生
き
が
い
を
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。
企

業
誘
致
の
取
り
組
み
を
一
層

強
化
し
、
安
定
し
た
雇
用
の

確
保
と
創
出
に
努
め
、
本
町

豪
雪
被
害
に
よ
る
農

業
施
設
の
復
旧
状
況

は
。

７
月
末
か
ら
国
・
県

と
連
携
し
な
が
ら
補

助
制
度
を
活
用
し
て
再
建
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

１
１
月
現
在
の
補
助
申
請
に

つ
い
て
は
、
件
数
で
１
０
９

件
、
金
額
で
は
１
億
９
，０

６
３
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
工
事
完
了
に
よ
る
支

払
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
資

材
高
騰
や
人
で

不
足
等
の
影
響

か
ら
、
件
数
16

件
、
金
額
で
は

３
８
４
万
円
に

と
ど
ま
り
、
事

業
の
進
捗
率
が

低
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

米
価
下
落
で
の
町
の

対
応
は
。

町
で
は
10
月
２
日
、

農
林
水
産
副
大
臣
へ

平
成
26
年
産
米
に
関
す
る
緊

急
要
望
書
を
手
渡
し
、
米

価
下
落
対
策
を
早
急
に
実
施

す
る
よ
う
強
く
求
め
た
ほ
か
、

10
月
７
日
に
は
福
島
県
町
村

会
を
通
じ
米
価
下
落
対
策
に

関
す
る
緊
急
要
望
書
を
国
へ

提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
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町
長

質
問

町
長

町
長

質
問

質
問

町長4期目復興から発展へ進化するかわまたへ
5つの約束をどのように進めていくか

行財政改革の推進を図る

農
業
施
策
を
問
う

国
・
県
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
む

答弁する古川町長

復旧したビニールハウス
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は
イ
ノ
シ
シ
２
３
８
頭
を
数

え
、
平
成
25
年
度
捕
獲
数
の

１
・
６
倍
に
達
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
よ
り
耕
作
者
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
棚
を
羽
田
、
小
島
地
区

に
導
入
し
、
自
衛
対
策
の
強

化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
引

き
続
き
実
施
隊
等
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
く
く
り
わ

な
や
箱
わ
な
を
増
加
す
る
な

ど
有
害
鳥
獣
対
策
を
積
極
的

に
進
め
て
ま
い
る
考
え
で
あ

り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
・
原

発
事
故
か
ら
３
年
９

カ
月
が
経
過
し
て
、
復
興
関

連
事
業
の
拠
点
整
備
が
動
き

出
し
て
お
り
、
予
算
化
も
さ

れ
て
も
工
程
表
ど
お
り
に
進

ん
で
い
な
い
。

　

次
の
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

10

一般質問

新 関 善 三 議員
にい　ぜき　ぜん　ぞう

質
問

２
２
３
万
ｔ
の
米
が

在
庫
と
し
て
予
想
さ

れ
る
状
況
の
中
で
、
作
付
面

積
、
生
産
額
の
実
態
に
つ
い

て
質
す
。
ま
た
、
生
産
意
欲

を
衰
退
さ
せ
る
有
害
鳥
獣
の

実
態
と
対
策
に
つ
い
て
質
す
。

平
成
26
年
度
水
田
台

帳
に
よ
れ
ば
、
作
付

面
積
は
１
９
３
万
㎡
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
調
査
に
よ
る

平
均
収
量
に
つ
き
ま
し
て
は
、

10
ａ
当
た
り
４
０
５
㎏
で
あ

り
、
作
付
面
積
よ
り
推
測
す

る
と
約
78
万
ｔ
の
収
量
と
な

る
こ
と
か
ら
、
今
年

の
中
通
り
方
部
に
お

け
る
60
㎏
の
単
価
７
，

２
０
０
円
で
換
算
す

る
と
、
約
９
，３
９

８
万
円
と
な
り
、
昨

年
の
価
格
と
比
較
し

た
場
合
で
は
約
35
％

の
収
入
減
と
な
り
ま

す
。
今
年
度
か
ら
新

た
な
編
成
と
し
て
実

施
隊
に
捕
獲
活
動
を

従
事
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
捕
獲
頭
数

農
業
振
興
策
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
対
策
を
積
極
的
に
進
め
る

町
長

質
問

①
災
害
公
営
住
宅
整
備
促
進

事
業
②
再
生
加
速
事
業
、
福

島
ベ
ル
グ
川
俣
工
場
③
西
部

工
業
団
地
造
成
事
業
④
新
庁

舎
建
設
事
業
、
ま
た
こ
れ
ら

の
事
業
を
進
展
さ
せ
る
に
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
に
専
任
化

を
図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
。

各
事
業
の
進
捗
状
況

等
対
策
に
つ
い
て
①

で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
開

発
許
可
申
請
中
で
あ
り
ま

す
。
許
可
さ
れ
次
第
、
造
成

工
事
を
発
注
す
る
予
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。
②
で
あ
り
ま
す

が
、
今
月
５
日
に
開
発
許
可

を
い
た
だ
き
、
19
日
に
は
工

事
入
札
を
行
う
予
定
で
あ
り

ま
す
。
③
に
つ
い
て
は
調
整

地
と
防
災
対
策
の
計
画
及
び

図
面
等
を
整
理
の
上
、
今
月

16
日
の
県
北
建
設
事
務
所
と

協
議
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
今
月
中
に
は
協
議
を
完

了
さ
せ
実
施
設
計
書
を
作
成

し
造
成
工
事
の
早
期
の
発
注

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
④
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
開
発
許
可
を

申
請
中
で
あ
り
、
ま
た
土
地

収
用
法
に
基
づ
く
事
業
認
定

の
申
請
に
お
い
て
は
開
発
許

可
が
お
り
次
第
申
請
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
復
興
を
担
当
す

る
新
し
い
課
の
設
置
に
つ
き

ま
し
て
は
、
復
興
業
務
の
効

率
的
な
実
証
や
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
な

い
よ
う
十
分
に
配
慮
し
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

復
興
対
策
課
の
新
設
を
図
り

　
　
　
　
　
　

事
業
の
進
展
を
急
げ

十
分
に
配
慮
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
る

町
長

復興公営住宅計画図

被害をうけた畑
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障
害
者
支
援
事
業
な
ど
の
財

源
と
し
て
活
用
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
と
し

て
、
26
年
度
か
ら
保

育
園
、
幼
稚
園
の
負
担
金
、

保
育
料
等
を
無
料
に
す
る
考

え
は
な
い
か
。

来
年
度
か
ら
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
幼
稚
園
、
保

育
料
や
保
育
園
、
保
護
者
負

担
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

制
度
に
あ
わ
せ
て
改
正
さ
れ
、

国
が
定
め
る
範
囲
の
中
で
町

が
設
定
す
る
こ
と
か
ら
、
来

年
２
月
を
目
途
に
そ
の
軽
減

措
置
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
ま
い
る
考
え
で

あ
り
ま
す
。

日
本
創
成
会
議
の
提

起
に
よ
れ
ば
川
俣
町

の
30
年
後
の
人
口
は
６
０
０

０
人
弱
と
見
込
ま
れ
る
が
当

局
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
。本

町
に
お
い
て
も
人

口
減
少
は
極
め
て
深

刻
な
問
題
で
あ
り
、
危
機
感

を
持
っ
て
そ
の
対
応
に
力
を

尽
く
す
必
要
が
あ
る
と
強
く

認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。
町

内
に
人
口
減
少
対
策
を
検
討

す
る
委
員
会
の
設
置
を
進
め

て
ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

20
歳
〜
39
歳
の
女
性

人
口
の
減
少
を
防
止

す
る
た
め
、
女
性
起
業
家
へ

の
支
援
や
女
性
が
働
き
や
す

い
業
種
を
優
先
し
た
企
業
の

誘
致
等
、
具
体
的
な
考
え
は

あ
る
の
か
。

若
年
女
性
へ
の
減
少

防
止
に
加
え
、
女
性

が
能
力
や
可
能
性
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
、
活
躍
で
き
る

地
域
社
会
を
目
指
す
こ
と
は
、

町
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

に
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
企
業
や
地
域
等
と
連

携
を
し
な
が
ら
女
性
が
生
き

生
き
と
働
き
、
活
躍
で
き
る

環
境
整
備
に
向
け
検
討
し
て

ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

高 橋 道 弘 議員
たか　はし　みち　ひろ

11

育
て
支
援
な
ど
、
社
会
保
障

に
活
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
本
町
に
お
き
ま
し
て

は
障
害
者
福
祉
費
に
充
当
し
、

自
立
支
援
給
付
事
業
や
重
度

町
長

質
問

町
長

質
問

保育園、幼稚園の負担金、保育料の無料化措置等
少子化対策を徹底し、人口減少に歯止めをかけ
持続可能な川俣町を創成せよ

子育て環境整備に努める

町
長

質
問

消
費
税
増
税
に
よ
り
、

町
へ
の
交
付
金
は
約

９
０
０
０
万
円
増
額
と
な
る

が
、
ど
の
よ
う
な
施
策
に
充

当
す
る
方
針
か
。

質
問

こ
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
税
率
引

き
上
げ
に
伴
う
地
方
消
費
税

交
付
金
分
に
つ
き
ま
し
て
、

年
金
や
医
療
及
び
介
護
、
子

町
長

異なる町の人口推計

『地域福祉計画人口推計』

『町振興計画人口推計』



委
員
長　

遠
藤　

宗
弘

副
委
員
長　

菅
野　

正
彦

委　
　

員　

議
長
を
除
く

全
議
員
15
名

⑴　

議
員
定
数

昭
和
30
年
〜
46
年　

30
人

（
昭
和
44
年
12
月
20
日
改

正　

法
定
数
30
人
）

昭
和
46
年
〜
58
年　

26
人

（
昭
和
57
年
12
月
17
日
改

正　

法
定
数
30
人
）

昭
和
58
年
〜
平
成
７
年24

人

（
平
成
４
年
12
月
18
日
改

正　

法
定
数
26
人
）

平
成
７
年
〜
15
年　

22
人

（
平
成
12
年
12
月
15
日
改

正　

法
定
数
26
人
）

平
成
15
年
〜
19
年　

20
人

（
平
成
18
年
12
月
12
日
改

正　

上
限
値
22
人
）

平
成
19
年
〜　

16
人

平
成
19
年
４
月
22
日
執
行

16
人

平
成
23
年
11
月
20
日
執
行

16
人

（
平
成
23
年
４
月
の
地
方

自
治
法
改
正
に
よ
り
、
上

限
枠
が
撤
廃
さ
れ
た
。）

　

近
年
、
地
方
自
治
体
を
取

り
巻
く
状
況
は
、
地
方
主
権
、

行
財
政
改
革
、
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
ま

た
、
原
子
力
災
害
か
ら
の
復

興
、
生
活
圏
の
広
域
化
、
住

民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に

よ
り
、
住
民
の
要
求
も
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も

と
、
議
会
の
は
た
す
役
割
も

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
お

り
、
地
方
主
権
時
代
に
対
応

し
た
新
た
な
議
会
の
在
り
方

と
、
平
成
22
年
12
月
の
議
会

改
革
等
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
報
告
を
検
証
し
な
が

ら
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

議
会
は
住
民
を
代
表
し
、

住
民
の
意
思
を
十
分
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
行
政
執

行
の
監
視
機
能
を
果
た
す
た

め
、
本
町
に
と
っ
て
最
も
効

率
的
、
効
果
的
な
議
会
運
営

や
議
員
定
数
の
在
り
方
を
調

査
研
究
す
る
。

議
員
定
数
に
関
す
る
調
査

委
員
会
条
例
等
の
見
直
し
調

査

かわまた議会だより 12

１
、
目
的

３
、
委
員
会
の
構
成

４
、
こ
れ
ま
で
の
議

会
改
革
に
関
す
る

取
組
み

２
、
調
査
研
修
事
項

５、調査活動経過

議員定数等調査特別委員会報告議員定数等調査特別委員会報告議員定数等調査特別委員会報告
　議員定数等調査特別委員会は9月定例会で設置され、　議員定数等調査特別委員会は9月定例会で設置され、
以降10回に及ぶ調査活動を終え12月定例会に次のとおり以降10回に及ぶ調査活動を終え12月定例会に次のとおり

報告書を提出しました。報告書を提出しました。
　なお、本報告書については、議長のもとで　なお、本報告書については、議長のもとで

進めていくことになります。進めていくことになります。

回数

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第10回

平成26年
９月19日

平成26年
10月２日

平成26年
10月６日

平成26年
10月17日

平成26年
10月21日

平成26年
10月29日

平成26年
11月４日

平成26年
11月14日

平成26年
11月17日

平成26年
11月25日

日　時

委員会設置
正副委員長選出

委員会の進め方

平成22年12月議会改革
等に関する調査特別委員
会報告の検証

平成22年12月議会改革
等に関する調査特別委員
会報告の検証

平成22年12月議会改革
等に関する調査特別委員
会報告の検証

各常任委員会等について
町当局への申し入れ事項

各特別委員会等について

議員定数と議員報酬につ
いて

議員定数と議員報酬につ
いて

最終報告書作成

調 査 内 容 等

（平成26年３月28日平成26年第３回臨時会で平成26年４
月分から平成27年11月分までの報酬に限り10パーセン
ト削減）　削減額　７,５６８,０００円（20カ月分）

年　月　日

平成元年４月

平成２年４月

平成３年４月

平成４年４月

平成５年４月

平成７年10月

平成26年４月

議　員

166,000

175,000

192,000

203,000

213,000

228,000

205,200

（単位：円）

副議長

186,000

196,000

214,000

226,000

237,000

254,000

228,600

議　長

223,000

235,000

263,000

286,000

309,000

338,000

304,200

⑵　議員報酬



長
に
つ
い
て
は
同
参
事
相

当
職
の
給
料
相
当
額
が
報

酬
と
し
て
必
要
で
あ
る
と

の
結
論
に
達
し
た
。

⑶　

委
員
会
に
つ
い
て

①　

全
員
協
議
会
の
法
制
化

　

全
員
協
議
会
は
、
議
会

に
お
け
る
事
実
上
の
会
議

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た

が
、
平
成
20
年
の
地
方
自

治
法
改
正
で
、
会
議
規
則

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

「
議
案
の
審
査
又
は
議
会

の
運
営
に
関
し
協
議
又
は

調
整
を
行
う
た
め
の
場
」

と
し
て
、
法
律
上
明
確
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

当
議
会
に
お
い
て
は
、

法
改
正
後
も
従
来
ど
お
り

会
議
規
則
に
明
記
さ
れ
な

い
法
的
な
根
拠
の
な
い
事

実
上
の
会
議
と
し
て
開
催

かわまた議会だより13

⑴　

議
員
定
数
に
つ
い
て

　

議
員
定
数
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
人
口
割
り
、
地
域
割
り
、

有
権
者
割
り
な
ど
様
々
な

角
度
か
ら
議
論
さ
れ
て
き

た
。
町
民
１
０
０
０
人
当

た
り
１
人
が
適
切
で
は
な

い
か
、
最
低
大
字
単
位
で

の
議
員
を
確
保
す
べ
き
で

は
な
い
か
、
女
性
や
青
年

等
が
参
画
し
や
す
い
環
境

に
す
る
こ
と
、
ま
た
、
現

在
は
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
処
理

中
の
緊
急
時
で
あ
る
こ
と

等
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
か

わ
さ
れ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
議

員
定
数
は
削
減
す
べ
き
と

の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
常

任
委
員
会
の
十
分
な
審
議

確
保
、
議
会
の
検
証
機
能

と
政
策
提
言
活
動
の
維
持
、

そ
し
て
、
住
民
の
付
託
に

的
確
に
応
え
る
た
め
に
は
、

議
員
定
数
は
現
行
の
16
人

を
維
持
す
る
結
論
に
達
し

た
。

⑵　

議
員
報
酬
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
12
月
の
議
会

改
革
等
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
報
告
を
検
証
す

る
な
か
で
、
地
方
議
員
の

報
酬
に
つ
い
て
は
、
都
道

府
県
議
会
議
員
、
市
議
会

議
員
に
つ
い
て
は
生
活
保

障
を
原
則
と
し
た
考
え
が

定
着
し
て
お
り
、
町
村
議

会
議
員
に
つ
い
て
は
そ
の

原
則
が
曖
昧
で
あ
っ
た
。

　

地
方
主
権
の
時
代
を
迎

え
、
町
村
議
会
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
検
証
機
能
か

ら
政
策
提
言
、
住
民
へ
の

説
明
責
任
等
大
き
く
増
大

し
、
議
員
に
求
め
ら
れ
る

能
力
も
専
門
性
は
も
と
よ

り
行
政
全
般
に
対
す
る
広

い
見
識
が
求
め
ら
れ
て
い

る
一
方
、
現
代
社
会
の
多

様
な
価
値
観
を
行
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
に
、
女
性

や
青
年
等
社
会
の
各
層
を

代
表
す
る
議
員
の
誕
生
も

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
町
議
会
に

求
め
ら
れ
て
い
る
責
務
を

達
成
す
る
た
め
に
は
、
町

議
会
議
員
の
報
酬
を
生
活

給
と
明
確
に
位
置
づ
け
、

議
員
の
身
分
と
生
活
を
保

障
す
る
制
度
と
し
、
議
員

に
つ
い
て
は
町
職
員
係
長

相
当
職
、
副
議
長
に
つ
い

て
は
同
課
長
相
当
職
、
議

さ
れ
て
き
た
。

　

そ
の
間
、
定
足
数
の
問

題
や
質
疑
時
間
の
偏
向
な

ど
、
会
議
を
運
営
す
る
た

め
の
ル
ー
ル
が
必
要
と
な

る
こ
と
が
起
こ
っ
て
き
た
。

ま
た
、
現
状
の
全
員
協
議

会
は
法
的
根
拠
を
も
た
な

い
た
め
、
費
用
弁
償
、
公

務
災
害
補
償
な
ど
の
問
題

も
顕
在
化
し
て
き
た
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、

全
員
協
議
会
を
、
会
議
規

則
に
明
記
し
法
制
化
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

②　

常
任
委
員
会

　

多
様
化
す
る
行
政
需
要

の
中
で
、
議
会
が
持
つ

行
政
監
視
機
能
と
政
策

提
言
活
動
を
維
持
す
る
た

め
、
そ
し
て
住
民
の
付
託

に
的
確
に
応
え
る
た
め
に

は
、
現
行
の
専
門
性
を
持

つ
３
つ
の
常
任
委
員
会
を

維
持
確
保
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

③
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

　

の
常
任
委
員
会
化

　

予
算
・
決
算
特
別
委
員

会
は
、
当
初
予
算
及
び
決

算
に
つ
い
て
、
所
属
常
任

委
員
会
の
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、
広
範
に
討
論
を
深
め
、

町
政
の
課
題
に
対
応
し
た

予
算
及
び
決
算
の
検
証
と

政
策
提
言
を
実
現
す
べ
く

平
成
24
年
３
月
定
例
会
か

ら
設
置
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
の
中
で
は
、
議
会
が

町
当
局
に
提
案
し
予
算
化

さ
れ
た
も
の
、
ま
た
、
平

成
25
年
度
一
般
会
計
に
お

い
て
は
、
事
務
執
行
に

根
本
的
総
合
調
整
の
課
題
、

不
適
切
な
会
計
処
理
な
ど

が
見
受
け
ら
れ
、
決
算
を

不
認
定
に
す
る
な
ど
委
員

会
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
地
方
自
治
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
常
任
委
員

会
へ
の
複
数
所
属
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、予
算
・

決
算
委
員
会
は
常
任
委
員

会
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

④　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　

会
の
常
任
委
員
会
化

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会
も
全
員
協
議
会
と
同
じ

く
法
的
根
拠
の
な
い
そ
の

他
の
会
議
と
し
て
開
催
さ

れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、

費
用
弁
償
、
公
務
災
害
補

償
な
ど
の
問
題
も
顕
在
化

し
て
き
た
。

　

住
民
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
正
確
な
情
報
を

伝
え
る
た
め
、
議
会
広

報
活
動
は
一
段
と
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
広
報

紙
の
充
実
を
図
る
た
め
、

ま
た
先
進
的
な
議
会
で
は

常
任
委
員
会
化
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
、
さ

ら
に
地
方
自
治
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
常
任
委
員
会

へ
の
複
数
所
属
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
だ

よ
り
編
集
委
員
会
を
常
任

委
員
会
に
す
る
必
要
が
あ

る
。

⑷　

そ
の
他
当
局
へ
の
申
し

　

入
れ
事
項

　

当
特
別
委
員
会
の
議
論

の
中
で
、
議
会
改
革
を
行

う
た
め
に
は
車
の
両
輪

で
あ
る
町
当
局
に
つ
い
て

も
改
革
が
必
要
で
あ
る
と

の
結
論
に
達
し
、
左
記
事

項
に
つ
い
て
申
し
入
れ
を

行
っ
た
。

①　

議
会
に
対
す
る
説
明
が

　

不
足
し
て
い
る
。

②　

議
会
活
性
化
の
た
め
の

　

方
策

③　

具
体
的
な
事
項

ⅰ
）
川
俣
南
小
学
校
体
育

館
の
改
築
に
つ
い
て

ⅱ
）
川
俣
南
小
学
校
の
統

廃
合
等
の
計
画
に
つ
い
て

　

な
お
、
平
成
26
年
11
月

12
日
付
け
26
川
総
第
７
０

２
号
に
よ
り
回
答
を
得
た
。

議　長

副議長

議　員

（単位：円）

現行報酬額

338,000

254,000

228,000

報　酬　額

376,300

294,300

264,500

６
、
調
査
結
果



羽　田

高 荒 英 男さん

　

２
０
１
５
年
新
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
議
会
だ
よ

り
を
通
し
て
議
会
の
内
容
を
み
な

さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
二
十

年
、
生
活
再
建
と
真
の
復
興
は
ま

だ
終
わ
っ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
川
俣
町
は
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら

三
月
で
五
年
目
に
入
り
ま
す
。
山

木
屋
地
区
か
ら
の
避
難
生
活
を
は

じ
め
未
だ
に
根
本
的
な
解
決
は
何

ら
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
町
民
の
精

神
的
苦
情
は
深
ま
る
ば
か
り
で
す
。

　

原
発
事
故
は
国
と
東
京
電
力
が

起
こ
し
た
事
故
で
す
か
ら
、
充
分

な
賠
償
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
、
国
と
東
電
は
賠
償
打
ち
切
り

の
策
動
を
強
め
て
い
ま
す
。
町
民

の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
国
と

東
電
に
完
全
賠
償
を
求
め
て
要
求

を
強
め
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

復
旧
・
復
興
を
実
現
す
る
よ
う
、

今
年
も
み
ん
な
で
声
を
高
め
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。　
（
遠
藤
宗
弘
）

◇
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

議　
　

長　

黒　

沢　

敏　

雄

委
員
長　

遠　

藤　

宗　

弘

副
委
員
長　

菅　

野　

意
美
子

委　
　

員　

高　

橋　

道　

也

委　
　

員　

村　

上　

源　

吉
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　実に東京電力福島第一原子力発電所事故か
ら４年が経とうとしている。私の地区は平成
24年度、除染のためのモニタリング、計画
書を受け、同意書を提出した。
　25年度の春には役場から、遅れる事なく
しっかりやるから安心してくれと言われた。
標高の高さや、子供の居るなしで順番が決ま
ることは聞いていた。しかし、夏になっても
秋になっても、周りで除染作業がされている
気配がない。翌26年度には、周りはその話
題すらなくなってきた。
　しかし中には、屋根の塗り替えをせずに待
ったり、宅地菜園への作付、収穫の自粛をし
たり、遅れを待てずに度重なる木切、草刈、
側溝の土上げを自主的に行う人もいる。それ
らを宅地に仮置きして、狭い思いをし、何よ
りその時間ずっと、放射線を浴びる暮らしを
余儀なくされている人もいるという。
　誰でも、真冬の積雪時や、土が凍る時期の
除染は避けたいが、我が家にＪＶから除染打
合わせの電話が来たのは、今年27年1月にな
ってからのことである。スピード感をもった
行政を進めてほしい。

待ちわびて

かわまた議会だより　第152号
●皆様の議会傍聴お待ちしています●

　昨年10月28日に郡山市の「ビッグパレットふく
しま」で、福島県町村議会議長会主催の議員研修会
が開催され、参加してきました。
　研修会では主催者あいさつの後、２人の講師から
講演がありました。

　「議員報酬と定数」について、議員報酬を首長報酬、
国民所得、地方公務員給与と比較し低いのではない
かとの指摘があった。講師試案で議員報酬総額は変
えず、議員数を減らすことにより、議員一人当たり
の報酬をアップさせる手法の提案があった。

　安倍政権が目指す経済成長政策で女性の活用はま
さに必要であるが、首相自身が女性の登用に失敗し
てしまった。
　だが、内閣支持率はさほど低下していない。民主
党をはじめ野党支持率とはいまだＷスコア―以上。
自民党内に敵もいない。派閥の領袖が閣内で支えて
いる。長期政権への布石であるとのことでした。

平成26年度 町村議会議員研修会平成26年度 町村議会議員研修会平成26年度 町村議会議員研修会

地方政治の課題－転換期を迎える議会－
明治大学名誉教授　中 邨　 章氏

これからの政治・経済のゆくえ
帝京大学経済学部教授　黒 崎　 誠氏


